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は じめ に

　室内塵中に 生息す る ダ ニ 類 は，気管支贐息 や ア レ ル

ギ
ー
性 鼻炎 な どの 原 因 と な る こ と が よ く知 ら れ て い

る．し か し，我 が 国 に お い て は ，家屋 内 に 生息す る ダ

ニ 類 の 生態学的な調査報告 は 少な い ．今まで に 行われ

た我が国 の 室内塵性 ダ ニ 類 の 実態調査 の 主 な もの は ，
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れ る．こ れ らは ．調査 に 際 し ダ ニ の 種 類や 数 に 関 して

季節的な影響 を配 慮 して い る の み で，家屋 の 立地 条

件 ・ 用 材 ・携造 ・築後年数 　ダ ニ の 繁殖場所，居往者

の 生活様式などに つ い て は 十分な検討は な さ れ て い な

い ，欧米 に お け る こ れ ま で の 多 くの 報告 も同様 の こ と

力言うカ，カ：える．

　屋内 の ダ ニ 類 の 生息に は，上 記 に 示 した よ うな 家屋

内外 の様 々 な要囚が相互 に関連 して い る と考え られ，

それ らを明確に す る こ とは きわめ て 難 し い ．さ らに ，

家屋内の ダ ニ 類 の 生態 調査 は ，そ の 調査方法 お よ び 検

査 が きわ め て 煩雑 な た め，少数例 の 調査 に よ る 結論 づ

け が 多 く，それ らの 総 合的な解釈は ， 経験的な発想に

頼 っ て い る 部分が多い の が現状で あ る．

　 しか し，屋内性 ダ ニ 類 の 疾病 との 関連性，防除対策，

駆除効果 の 判定 な ど，多くの 課題が 出積し て い る．屋

内性 ダ ニ類の 生息 に 影響を及 ぼ して い る多 くの 要囚を

解明する こ と で ， こ れ ら課題 に 対す る効果的な対応 が

で きる と思わ れ る．

　過去 ， 室内塵中 の ダ ニ 類 の 季節消長 を調 べ た 多 くの

報告の 中 で ，ダニ相 に 影響し て い る要因 と し て 家屋 の

建築年数 に 注目 して い る もの が 多 い
3）5）
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？t，新築住宅に お けるダ ニ類 の 調

査を行 っ て い る が，そ れ ら は い ず れ も建築後 1年以内

の 家屋 の 調査 で あ り，その 調査例数 も少な い ．し か しt

気管支喘息の 発症の 原因 の 1 つ と して
， 抗原物質 の 暴

露が考え られ て お り，気管支喘息 の 治療 の 上 か らも，

主 た る 抗原物質で あ る室内籬中 の ダ ニ 類 の 長期間 の 調

査，検討 は 必要 で あ る．

　我 々 は，1981年か ら 3年間，埼玉県下 の
一

設 家屋 122

戸 の 室内塵中ダ ニ 類 の 調査資料 に 基 づ い て
， 家屋 の 建

築後の 年数お よ び増改築など と ダ ニ 相 の 関係を検討

し，長期間 の 室内塵性 ダ ニ 類 の 数 お よ び種類媾成 の 変

動を考察し た の で 報告する．

調査対象 お よ び 方法

　1．調査対象お よ び 方法

　1981年か ら1983年の 3年間に 埼ヨ≡県下 の
一般家庭の

室内塵中 ダ ニ 類を調査 し た 122例 に つ い て，家屋 の 建築

後の 年数お よ び増改築や タ タ ミ交換 に よ る ダ ニ類 の 生

息状況 と の 関連性を 調べ た．

　全調査家屋 は ， 資料の都合 で，便宜的に，築後 3 年

末満 （16戸）， 3年一5 年 （2  戸）， 9 年
一ll年 （20戸），

15年一17年 （20戸），20年以上 （24戸〉の 5群 に 分けた．

さ らに ，建築後増改築ま た は タ タ ミ交換 を行 っ て 3 年

以内 の 家屋群 （22戸）を区別 し た （本調査は ，室内塵

中 の ダ ニ 類 の 実態調査結果 か らア ン ケ
ー

ト に よ る 調査

家屋 の 建築後の 年数と の 関係を検討 し た た め ，築後 6 −

8年，12−14年，18−19年の 家屋 が欠け て い る ），

　また
， 室内塵中の ダ ニ 類 は

， 季節に よ り変化す る た

め，調査時期 に よ っ て ，冬季 〔12− 3月），春季 （4 − 6

月），夏季 （7，8 月），秋季 （9 −llfi） に 分別 し た．

　 6 群 の 家屋 で検 出され た ダ ニ 類 で 多数検 出 さ れ た ダ
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二 類の うち，チ リダ ニ 科 伽   紗 ん鰡 ，サ サ ラ ダ ニ類

orfbatei， ホ コ リ ダ ニ 科 Tarsonemidae．　 ツ メ ダ ニ 科

Che．vietidee， コ ナ ダ ニ 科 A 砌 厚吻 ε， ニ ク ダ ニ科

0砂のφ加gf伽 ， 中気門類 Mesostigmaiaに つ い て築後

年数との 関連を検討した ， S
’
　＝ 類 は

， 掃除機に よ る 1

週間分の 採塵法に よ っ て 捕集 し た た め
， その 破損率 は

高 く，種まで の同定が困難な もの が多か っ た ．そ こ で ，

今回 は，科ま た は 類の 7単位 に 分け て 検討 し た．各科・

類 で 示 され た もの の うち，多数を占め る重要種は 多く

て も 2 −3 種含む の み で
， それ らは 形態分類学的に他の

もの に 比 べ きわ め て 近 い もの で あ る．

　II，室内塵 の 採集方法お よ び分離法

　室内塵の 採集方法 と採集塵 か ら の ダ ニ 分離 は ，高

岡・岡田
6〕と同様 の 方法 で 行 っ た．す なわ ち，各家庭 の

主婦 に 採集を依頼 し，電気掃除機で 収集した 1 週間分

の ごみ を ビ ニ ール 袋 に 密封し て ，な る べ く早 く回収 し

た．集め られ た ご み は ，ダ 」の 分離を行うまで
一20℃

に 保存した．

　室内塵か らの ダ ニ の 分離は，ダーり
’
f グ液 （グ リセ

リ ソ と飽和食塩水 の 等量混合液） に よ る浮遊法
ll 」

と遠

心分離法を併用 した宮本 ・大 内
3｝
の 方法 に 準 じた，

　上記 の 方法 で 分離し，濾紙 に 展開され た ダ ニ は 有柄

§）
ご
＝

雪
g
嘉

船

≧θ
三

晝
コ

リ

Total 隅 ｝te5

針で 拾 い
，

ガ ム ク ロ ラ ール 液で封入 し同定 した．同定

し た ダ ニ の 数は ．細塵 O．5g 中の 全数 と して 表 し た ．

結　果

　 1．検出ダ ニ 数の 頻度分布型

　調査家屋 122戸 よ り検 出 された細 塵0．5g 中の ダ ニ 数

の 分布型 を季節別に 総 ダ ニ 数 と チ リ ダ ニ 科 お よ び サ サ

ラ ダ ニ 類 に つ い て み た の が Fig．1で ある．対数正規分

布確率紙 Eec測定値 と累積頻度百分率を プ ロ ッ トする

と ほ ぼ直線 が 得 られ る こ とか ら，こ れ らが対数正規分

布を示 す こ と が分か っ た．また
，

こ れ ら は ，理 論分布

と有意に
一
致 し た．なお，他 の ダ ニ類 に つ い て も同様

の 結果 が 得 られた．

　 さらに
， 各築後年数別に 分布型の 検定を行 っ た が ，

同様 に ，対数正規分布を示 した ．し か し，ダ ニ の 種 類

に よ っ て は，各築後 年 数で それ らの 分散に違 い が み ら

れ た．

　以上 の こ とか ら，本調査結果 の 各種家屋群 の ダ ニ 数

を表す際 に
， そ れ ら を対数変換し て 比較検 討 し た．

Q −−QPyrog ／yρhid∂θ

o一っ （励 ∂tei
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ム 〔2タ　：　Sprin9
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▲ （4｝rAutu  
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　　　 Fig．ユ．　D…stdbution 　t（βt　of　seasonal 　mite 　popu ！a 巨ons 　in　house　dust　on 　logar・

　 　 ithmic　normal 　d重stribut韮on 　paper．
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Table　 1Mite 　fauna　in　dust　c ・ 11ected　fr・m 　houses・at ・ vari ・ us 鰤 ods 。f　t脱 a ｛しer　ha・
「ing

　　　　　　　been　buHtGnvestigated　in　1981−1983）

House Number　of　m ；tes〔2）

Seasonage
（year ）

一
軋ヨ［n 一

ろ 亨 o功 ψ耀 召 ピ 44 ‘σが虚 ε
：

G砂o 〃 
’
伽 物 欝 η齲 砌

1
　　　　　　　唱c悔 ・師 砌 〃 脚 ∫’ガ9徽 吻 0 月

』
蝕’ε卍

’

く 34 43．4 4．7 2．9 15．5　　　 ：　　　　　110 ．2 2．1 11．5

3−55 18．2 2，3 2，3 6．0 4、2 2．3 11．0

曇 9−115 154．9 3．7 2．6 17．0 7．8 2．9 工0．Q
．震
≧

15−175 1585 3、8 62 1G、5 9．1 3．1 9．5

≧ 206 589 2、3 1、9 54 3．5 2．D 6，0

Ext． 6 50、1 3．9 6．8 まO．7 6．2 3．2 u ．5

〈 34 49．o 10，5 4．7 13，5 LO．2 5．0 93．3

3−56 120．2 7．8 3．5 8．3 13、8 　 　　 3、1
；

169．8

皆
’

9−n5 195．G 4，6 29 7．8 10．71 　　 　 2．？
…

39．8
’
口
畠

ω
15一工751 　　 2884 1．4 2．7 7．9 ：　 　 6 ，呂

i
1　 　　 1．8 L8．6

≧2G6i 　 lgo．5 2．尾 1．3 9，8 ：　　 4．l
i

2．5 8．5

iExし， 5
．
　 　 　 83．2 8．1 3、5 7，6 ？．4 3．4 93．2

i　 く 34 120．2 6．9 6．2 20．o 132 9、8 61．7

篝
コ

t　 3−5
　 9−11
［15．17
：

455 316．2575
，4758
．6

18．67
．16
．9

931

．3
ま2．6

69．244712

．6

6．025
．157
．5

14、85
．6117

i51．431
．628
．8

なり
卩

i　 ≧20

　 Ext，
65 478．6245

．5

9ユ

24，5
5． 
3．6

22．436
．3

18．6

廴5．5

7．410

，5

5，257
，5

〈34 60、3 6、2 2．7 4．4 2L9 5．8 35．3

3−55 玉34．9 6、D 2、8 1？．8 24．5 1L2 70．8

霞 9−115 269．2 6．6 2、8 18．2 22．9 3、9 25．1

ξ 15−175 501．2 7，2 8．9 8．9 37，2 112 19．5
く

≧ 2061 　 154．9 5，6 3．2 15．8 10．2 3．5 4，8

iExt ． 6 138．0 1B．2 11．5 24．5 12、9 7．4 20．9

（1）Exl．二 Houses　less　than　3　years　after 　extension 　and ／or 　echange 　of 　straw 　mattress ・

（2）Numbers　of　mites 　 were 　 changed 　from　legarithmic　mean ．

（3） n ： No．　ef 　houses 　where 　house　dust　was 　collected ．

　H．建築後年数とダ ニ相

　調査家屋 122戸 を前述の よ うtC季 節別 に 建築年数に

よ る 5 群と増改築群に分け，各種 ダ ニ 数を対数変換 し

て 平均値を求め，そ の 値 を元 の 値 に も ど し た もの を

Table　 1に 示 し た，

　各群 と もに チ リ ダ ニ 科 ll｝rogl ）1）hidaeが 多 数 を 占

め，それ らは，ヤ ケ ヒ ョ ウ ダ ニ DermatoPhagoidεs　Pter−

onyssinms ，
コ ナ ヒ ョ ウ ヒ ダ ； D．ル露鷹

，
ト ヤ チ リ ダ

ニ Hirstia　domicola，　シ ワ チ リ ダ ニ Eurogl）ilh：CS

maPtnei ，ニ セ チ リ ダ ニ Mala−vagl）Phus　intennedittsの

4 属 5種 が 検 出 され ，中で も ヤ ケ ヒ ョ ウ ダ ニ と コ ナ

ヒ ョ ウ ダ ニ が優位で あ っ た．

　そ の 他 の ダ ニ 類で 比較的高率に 検出 されたもの は，

サ サ ラ ダ ニ 類 （特 に ，イ エ サ サ ラ ダ ニ HaPlechthoniirs

simpiex ， カ ザ リ ヒ ワ ダ ＝ CosmochthoniUS

reticalatu5 ），ホ コ リ ダ ニ 科 （Tarsonen；tCS　SPP ．）， ツ メ

ダ ニ 科 （CheyietttS’
SPP 、と ChelzcaroPsts　sp ．）， コ ナ ダ

ニ 科 （特 に
，

ケ ナ ガ コ ナ ダ ニ T ）
，roPhagUS

Putrescentiae）， ニ ク ダ ニ 科 （G砂O少瞭 s 　spp ．　と

Chortegl）e）hus　sp ．），中気門類 （マ ヨ イ ダ ニ科 Ascidee，

カ ブ リ ダ ニ 科 Phyteseiidae， カ ザ リ ダ ニ 科 Amer ・

oseiidae ）さらに 前気門類 に 属する テ ノ グ ダ ニ 科 Bdel・

lidae， オ ソ イ ダ ニ 科 CuwnidO ， コ ハ リ ダ ニ 科

Tydeidae、 ハ ダ ニ 科 Tetranychielae，ハ リ ク チ ダ ニ 科

RaPkiguatheida．e などである。

　調査された多 くの 家屋 の 室内塵中に み られ る ダ ニ 相

は類似点 が 多く，特 に ，チ リ ダ ニ 科が 60％以上を占 め

る家屋が多く認め られ る．しか し，家屋 に よ っ て は，

他の ダ ニ 類 が きわ め て 多数検出 され る こ と があ り，特

に，建築年数 の 新し い 家屋 （築後 5年以内） で その 現

象が著 しか っ た．な か で も ，
サ サ ラ ダ ニ 類 は 新築後 5

年以内の家屋の室内塵中 に 多数検出された ，
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Transition　of　mite 　populations 　in　the　house　dust　with 　the 　age 　of 　the

　III．増改築及び タ タ ミ交換を行 っ た家屋の ダ ニ 相

　増改築 お よ び タ タ ミ 交換を行 っ て 3 年以内 の 家屋群

より検出 され た ダ ＝ 類 は，チ リS
’
　・Z 科が優位 を占 め た

が，その 数は ，同建築年数で ， 3年以内に 増改築や タ

タ ミ 交換を行 っ て い な い 家屋群の チ リダ ニ 科 の 数 よ り

は 有意に 少な か っ た 〔p＜ 0．01）．一
方，サ サ ラ ダ ニ 類，

コ ナ ダ ニ 科 ， 捕食性 の 前気門類 お よ び ホ コ リ ダ ニ 科の

検出数 は，増改築家屋 の 方が有 意 に 多 か っ た （p 〈

O．05）．

　増改築な どを行 っ た 家屋 の ダ ニ 相は，斬築後 5年以

内の 家屋 の もの に おお むね類似 した．

　　　IV．築後年数 と各種ダ ニ 類の 個捧数の関係

　　　調査 した 122家屋 の うち，増改築な どを行 っ た家屋 22

　　戸を除 く100家屋 に つ い て ， 各種 ダ ニ 類の実数値を季節

　　ご とに 分け て Fig．2に 示 した．
’
　　 チ リダ ニ 科 の 検出数は ，築後 3年以内の 家屋で は少

　　なく，築後年数の 経過に 伴い 漸次増加 し た．し か し，

　　築後20年以上 の 古 い 家屋群 で は
， 急に減少 した．検 出

！
二 数 は渡 〉 船 春 〉 冬の 順厳 少する もの の ・図

並
に み られ る よ うに ， 個体数の多少関係は 四季を通 じ て

萋
壽

Tab亅e 　2　Secu】ar　trend　of　mite 　fauna　ln

　 house　dus匙at　four　seasons （N ＝ 5）

AcarinaWinterP
（D《d）％

Spri巨9P
（D《d）％

Summer

P〔D＜d）％
AutumnP

（D《d）％

伽 09 ち睡 ゴ伽
17．5↑

6．7↑
’鱒

11．7 ↑

o、8↑
°

11．7 ！

6．7↑
’ 韓

11．7τ
6．7t 紬 ’

湾紹 疹砌 θ

19．2↓
17．5 ↓

4、2↓△△

22．5 ↓

45．6↑
6．7↓△△△

48．叫
34．2 ↓

Gδ・砂   ゴ伽
34、2↓
25．8 主

o，8 ↓△

22．5 ↓

47 ．5 ↓
39．2↓

O．8 ↑
事

17．5↑

微 尽 o麗 煽 砒
22．5↓
17、5434

．2 ↓
25、8 ↓

39．2↓

4．2↓△凸

39．2↓

475 ↓

c龍εy勧
’
伽

17．5↓
392 毒

11．7 ↓
1L7 毒

17．5↑
39．2↑

47．5↓
22．5↓

醒 卿 ∫ピ卿 如
工

14
．2 ‘ムム

9，9 ↓△ ムム

34，2↓
11．7↓

47 ．5 ↓
17、5↓

0ガムσ蝕f o．8↓凸

17．5↓

4．2 ↓ムム

4 、24 △ o4

．2 ↓Aム

4 ．2 ↓△△

4．2い △

0．8 ↓△

Note ；（1）： Accept（H ，）at　the　O．Ol（，）and 　O．10（lot

）

　 　 　 　 皇eve1S（↑　：tend　tQ　inc「ease ），

　　　　 A   ept （H3）at　the　O．01（△），0．05（ム ム）and

　　　　 O．10（ム 凸ム）艮evels （↓　二tend　to　dec「ease ），

　　 （2）： Numbers 　in　 upPer 　 row 　 are 　 cakulated 　 on

　 　 　 　 basis　of 　number 　of　mite ．

　 　 　 　 NumbeTs 　 in　 bwer 「ow 　 are 　 caleulated 　 on

　　　　 basis　of 廿1e　percentage ．
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Others
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Others

　Fig．3，　 Temary 　diagram 　forろ粗 gら屮痂 ぬ 一〇，ihatei− Other　mi ヒes．

　（1）　
1Less

　than　3　years，（2）　：3　to　5　years，　（3＞：9　to　ll　years，　（4）　：15　to　l7

years，（5）More　than　20　years，（6）Extension．　W ：Wlnter、　Sp　7　Spring，　S ：Sum ．

mer
、
　A ： Auturnn，

同様の パ タ
ー

γ を示 し た ．

　
一

方 ，
サ サ ラ ダ ニ類 は ，築後 3年以内，築後 3 − 5 年

の 家屋群で 多数検出さ れ るもの が多 く，の ち急激 に 減

少した．ダ ニ 数は春〉夏〉秋 〉 冬の 順 で ， 春季 ， 夏季、

秋季 で は 築後年数 の 増加 に 伴 っ て 下 降傾向を示 し た

が ， 冬季 は 検出数 もぎわ め て 少な く，その 傾向も顕著

で なか つ た．

　そ の 他 の ダ ニ 類 に つ い て はX 検出ダ ニ 類 も少なく，

今 回 の 資料 か ら は 明 瞭 な 築後年数 と個体数 の 関係は 認

め られ なか っ た ．

　上記に 示 した ダ ニ 類に つ い て，築後年数 の 増加 に 伴

うダ ニ 数の 個体数変化 を LehrmanL2，に お け る Spear−

man の 統計量 の 分布 の 表を用 い て 調べ た の が Tab！e

2で ある．

　各種 ダ ニ 類 の 実数値 と相対比 の 両方に つ い て ，季節

別 に検定する と，サ サ ラ ダ ニ 類 は
， 冬季 の 相対比 の結

果 を 除 い て，築後年数 の 増加 に 対しすべ て 強 い 下降傾

向が認め られ（p〈 0、05），
こ れ に 対し ，

チ リ ダ ニ 科 は ，

築後20年未満 ま で は 顕著な経年上昇傾 向を示 し た が，

築後20年以上 の著 しい 減少に 強 く影響され た結果 5 ％

の 有意水準 に は 満た な か っ た．

　 こ の 他，
ニ ク ダ ニ 科が秋季に 有意な上昇傾向を，ま

た ，春季に は 下降傾向 を示 し，コ ナ ダ ニ 科 と中気門類

は春季に有意な下降傾 向を認め た．

　V ．チ リダ ニ 科，サ サ ラ ダ ニ 類お よ びそ の 他 の ダニ

類 の 3者 で の 相対比 に よ る 季節別 の 築後数 と個体数 の

関係

　家屋内 の 室内塵中 の ダ ニ を 理 解す る た め に は ，個 々

の ダ ＝ 類の 数の 変動ぼ か りで な く， 各 ダ ニ 類の 相互 の

関係を認識す る こ とが大切 で ，室内塵中の ダ ニ 類の 時

間的な推移を よ り明瞭 に 理解する こ とがで きる と考え

る．

　家屋 の 建築後 の 年数に 強く影響を受け ， また ， 検出

さ れ る ダ ニ 数も多い チ リ ダ ニ 科，サ サ ラ ダ ニ 類 に 注 目

し て，築後年数の 経過 に 伴 うダ ニ 相 の 関係を三 角座標

を用 い て 季節別 に 表し た の が Fig，3で ある．

　また，チ リダ ニ 科，サ サ ラ ダ ニ 類 お よ びそ の 他 の ダ

ニ 類 の 全体 を 1 と し て ，こ の 3 成分の 割合 a 二b ：c を

求 め た．そ して，Fjg，3に 示すよ うに，高さ 1の 正 三角

形内 に ，各辺 に 降した 垂線の 憊が a，b，c とな る よ うに

点 P を と っ た ，そ の 座標点 の 移動す る動向 か ら各建築

後の 年数の 家屋群 5群 と増改築などを行 っ た家屋群に

つ い て ，ダ ニ 相の 違 い を み た．

　築後 3 年以内，3 − 5 年の 家屋群と築後 9年以上の 家

屋群 に お い て ， 座漂点 の 分布に 明瞭な相違が認め ら れ

た．す なわ ち，築後 5年以内で は チ リダ ニ 科の 比率が

低 く，サ サ ラ ダ ＝ 類 と他の ダ ニ 類 の 占め る 割合 が 高

か っ た ．こ れ に 対 して，築後 9年以上で は，チ リダ ニ
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科の 占め る 割合 が きわ め て 高い こ とが座標点の 明瞭な

位置の 違 い として 表 され た．な お，増改築群は，両者

の 中間に 位置 して い た．

　 また ，築後 5 年以内の 家屋 の ダ ニ 相 の 季節変動 は 著

しく， 特に ，3 − 5年の家屋群で は，春季が サ サ ラ ダ ニ

類，冬季が他 の ダ ＝ 類 の 占 め る 割合が著し く高か っ た．

各季節 に お ける座標点 の 占め る位置 は，築後 3年の 家

屋群を除 い て ，お お むね長 円形を描 きなが ら，常に 左

巻に 移行した ．

　 こ の 方法 に よ っ て t 室内塵中 の ダ ニ 相 は ，一
定 の 季

節消長を伴 い なが ら も，築後年数の 経過 に 伴 っ て チ リ

ダ ニ 科優位 の ダ ニ 相に移行する と考えられ た．

考　察

　家屋 の 建築後 の 年数の 増加 と ダ ニ 類の 儷体数，特 に ，

チ リ ダ ニ 科 の 儷 体数 との 関 係 に つ い て は ，すで に，

rVlulla　et　a1．ηに よ っ て 米国，カ 」 フ t ル ニ ア に お い て ，

正 の 相関を示すこ とが報告 され て い る．一
方 ， Arlian

et　aL 明は，米国，オハイ オ の 調査で ，それ らの 関連を

否定し て い る．し か し，後老の 調査は，わずか 2 力 年

間 に すぎず、長期的な視点 で の もの で は ない ．こ れ ら

の 関係を明確に す るため に は
， 同

一
家屋で ， 少な くと

も15年か 20年間，多数佛 で 調査を行 う必要があ り，現

実的 に は きわ め て難 し い 。し か し，家屋 の 建築年数 に

よ る ダ ニ 類 の 種 類や個体数へ の 影響は ，経験的な観点

か らその 関連は 否定 しがた く， また ， それ は ， 家屋内

の ダ ニ 類 の 屋内分布や 生息場所などに も大 きな影響力

を 及 ぼ して い る と考え ら れ る，した が っ て，家屋内の

ダ ニ 類の 実態調査やそれ らの防除に 対する効果判定を

行 う際，建築年数 の ダ ニ へ の 影響 は 無視 で きな い 、

　今 回 の 調査の よ う に ，長期的な時間の 経過に伴 う ダ

ニ 相 の 変化を ， 異な る家屋の築後年数に よ っ て推察す

るに は ，多くの 間題点 があ る が，中 で も重 要な の が家

屋 の年代的な建築様式 の 変化で ある と考 えられる．し

か し，築後20年以内の 家屋の 室内塵中の チ リ ダ ニ 科や

サ サ ラ ダ ニ 類な どの 比率は
一

定の連続的な変動を示 し

て い る と思 わ れ， こ の 時期 に は ，家屋 の 建築様式の 変

化が あ っ た と し て もダ ニ 相に 対する極端な影響は認め

られ て い ない ．し か し，築後20年以前の 家屋 は ，建築

構造 ， 材質 、 壁材な どが極 め て異質で ある こ とは確 か

で，本結果に お い て ，築後20年以上の 家屋群 の ダ ニ 数

が急激に減少し た の は，あるい は そ の 影響に よ る もの

か もしれ ない ．ま た，築後年数 とダ ニ個体数の多少関

係の 検定も，20年以上 の 家屋群を除 けぽ， チ リダ ニ 科

などは，きわ め て 顕著な上昇傾向を示 して い る．

　大島ら
1： Xは，タ タ ミの 水 分含有量 と室内塵中 の ダ ニ

類 との 関係を調べ ， タ タ ミの 含水量 が 室内塵 中の ダ ニ

和，ダ ニ 数 に 重要な 影響を及ぼ し て い る こ とを示唆 し

て い る．同様に，家屋の 用材に 使わ れ て い る木，壁な

どは ，新築時に は 多量 の 水分を含有 して お り，材料 の

吸湿 と乾燥 が 真 の 平衡状態に な る ま で に 10年は か か る

だ ろ うと考え られ て い る
h ）、今回 着目 し た建築後年数，

増改築 に よ る ダ ニ 相 へ の 影響 に つ い て は ，家屋の 材料

の 水分含有量が重要 な役 割をは た して い る と考えられ

る．

　松 本 L5｝
に よ る と ，

ダ ニ 類 の 繁殖至適温度は，種 類 に

よ っ て 異 な り，新築家屋 の 多湿 時期 に は，多湿度条件

を好む コ ナ ダ ニ ， ニ ク ダ ＝
，

ホ コ リ ダ ニ お よ びそれ ら

を捕食する ダ ニ 類が多数み られ る．建築後年数 の 経過

に 伴 っ て，家屋用材 の 水分が低 下 し，多湿条件を好む

ダニ類 の 増殖率が 低下す る．もの と考え られ る．そ し て ，

ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ の 至適湿度は 60％−80％で ，他の ダ ニ 類よ

り低い 湿度条件 で も繁殖 可 能 で ある
IS ）

．した が っ て ，占

い 家屋 の ダ ニ 相 は，低湿度 に 強 い チ リダ ニ 科が優位 に

繁殖 して い る と考えられ る ，

　気管支喘息の 原因 と して 屋内塵中 の ダ ニ 類 が 強調 さ

れ， こ れ らの 抗原 と し て の 主役は ，チ リ ダ ニ 科 の ヒ ョ

ウ ヒ ダ ニ 属 で あ る と世界的 に 考えられ て い る
2）17』22 ，，

こ れ は， ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ 属が世界中 の 家屋 内塵中 よ り検

出 され る ダ ニ 類の 優先種 と され て い る こ と，また ，こ

れ らの 大量培養に よ っ て，広範は 抗原 の 臨床的 な使 用

に よ っ て 多くの 資料 が 得 られて い る こ とに よ る．こ れ

に対 して．数多 くの 家屋の 室内塵中の ダ ニ 相 の 実態調

査 の結果 か ら み る と，チ リダ ニ 科以外 の ダ ニ 類 も多数

検 出 され，ア レ ル ギ
ー

疾患 の 抗原物質 と し て 関与し て

い て も不思議 で は な い と思われ る．現に ， Green　＆

Woolcock23，は，ケ ナ ガ コ ナ ダ ニ を，　 Korsgaad ＆

Hallas：“は 、 ホ コ リダ ニ を気管支喘息の 原因抗原 とし

て 重要 で あ る こ と を強調 し て い る，さ ら に ，Yago 　et

al ．25，
， 高岡 ら

26，は
， 室内塵 中に見 い 出され る ダ ニ 類に

は ，免疫学的に 強い 交叉性 の 反応 の 生 じる こ
1
と も認 め

て い る．

　今回 の 調査成績 に よ る と，我が国 の 家屋 の ダ ニ 相 の

大半を チ リダ ニ 科 が 占め ， ダ ニ が原因抗原と考え られ

る 気管支喘息患者 に お い て ，チ リ ダ ニ 科 の ダ ニ が症状

の発現に関与し て い る 可能性は 大きい と思われ る．し
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か し，家屋の 建築後年数 に よる ダ ニ 相の推移を考える

と き，ある
一

定 の 時期 の 新築家屋 あ る い は 特殊 な環境

下に ある家屋 で は、 　ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ 以外の ダニ類 （ケ ナ

ガ コ ナ ダ ニ ，ホ コ リ ダ ニ 科，サ サ ラ ダ ニ 類な ど） の 優

位 な増加が観察され，気管支喘息な どに 対す る感i乍抗

原 として の 役割 も注 目され る，

　特 に ，本邦 に お け る サ サ ラ ダ ニ 類 とりわ け イ エ サ サ

ラ ダ ニ と カ ザ リ ヒ ワ ダ ニ は
，

ヒ ョ ウ ヒ ダ ニ に 次 ぐ優位

種 で
， 築後 5 年以 内 の 家屋 に お い て ，特 に 個体数が多

く，この 時期に お け る ，
こ れ らの 種類 の 抗原と し て の

役割 に つ い て ，今後十分な検討が必 要で あ る．

ま とめ

すなわ ち，新築後，チ V ダ ニ 科 の 占め る 割 合は 低 い が ，

築後年数の 経過 に し た が い ，チ リ ダ ニ 科優位の ダ ニ 相

に な っ た ，特 に ，築後 5年以内の 家屋群 と 9年以上 の

家屋群の ダ ニ 相が明瞭に 区別さ れ た．なお．増改築群

は ，両者 の 中閭に位置 して い た．さ ら に ，こ の 方法に

よ っ て ，ダ ニ 相 の 季節変動 も明瞭 に 表 された．

　原稿作製に お い て ，ご 指導，ご 校閲 を賜 っ た 東京医科歯科

大学医動物学教室　加納六 飾教授，篠永　哲助教授，また ，

統 計 処 理 に つ い て ご 助言い た だ い た 同大学公衆衛生学教室

前 田 　博教授に 対 し，厚 くお 礼申 し上 げ ます，

　なお、本研究に 多大の ご援助，ご指導を頂い た 埼玉 県衛生

研 究所　岡 田 止 次郎所長 に 深謝致 し ます．

　1981年 か ら1983年の 3年間，埼玉 県下 の
一
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戸 に つ い て
， 家屋内ダ ニ 類 の 調査を行 い ，建築後年数

お よ び増改築，
タ タ ミ交換などの ダ ニ 類 へ の 影響を検

討した ．

　建築後の 年数は
， 各季節男i∫に 3年未満，3− 5年，9 −

11年，15−17年 お よ び 20年以 上 の 家屋 の 5 群 に 分け，そ

れぞれの ダ ニ 相を調べ た ，また，築畿 10年以上で増改

築 お よ び タ タ ミ 交換を行 っ て 3年以内の 家屋 に つ い て

も上記群 と区別 して 検討 した．

　各家屋 群の 室内塵よ り検出 され た 主 な ダ ニ 類 は ，チ

リ ダ ニ 科， コ ナ ダ ニ 科，
ニ ク ダニ科，ホ コ リダ ニ 科，

ツ メ ダ ニ 科， 中気門類，サ サ ラ ダ ニ 類な どで，中 で も、

チ ） ダ ニ 科 の 検出数 は ，他の ダ ニ 類 に 比 べ て きわ め て

多か っ た．

　検 出 され た細塵0．5g 中 の 各種 ダ ニ 類 の 数の 分布型

を，季節別 に 各築後年数群で み る と，それ らは すべ て

対数正規分布を示 した．

　家屋 の 建築後の 年数と各種 ダ ； 個体数 と の 関係を み

る と，築後年数の 経過に 伴 っ て 上昇傾向を 示す もの と ，

下 降傾向を示す もの が み られ た，中 で も，チ リ ダ ニ 科

の 上昇傾向とサ サ ラ ダ ニ 類の 下降傾向 は
， 他 に 比 ぺ 顕

著 で あ っ た ，

　増改築お よ び タ タ ミ交換を行 っ た 家屋の ダ ニ 相 は，

お お むね新築初期の ダ ニ 相に 類似 した．

　築後年数に よ る ダニ 相の 推移 を考察する た め 、
チ リ

ダ ニ 科，サ サ ラ ダ ニ 類 お よ び そ の 他の ダ ニ 類 の 3者 に

つ い て ， 三角座標 を用 い て ，季節別に それ ら三 成分の

座標点の 移動を追跡し た．そ の 結果，築後年数の 経過

に 伴 っ て，座標点の分布で
一

定 の 変遷が認め られた。
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1）喞 〃辮 翩 げ懈 融 1伽 嬬 7b蜘 椥 躍
’
cat　andPenta ’〔耀 嬲 卿

　　　　　　　　　　 Yoshinori　Fuj重moto

　　　　　　　Instit”te　ofPttb〜ゴσ舳 ”解 ” ＆謬吻 褶

　　One　hundred　and 　twenty−two　residences 韮n　Saitama　prefecture　were 　surveyed 　over 　the 　period　1981　to　1983　for
house　dust　mi しes ，　the　ecological　re1ationship 　between　mite 　fauna　and 　house　age 　was 　studied ．　Houses 　were 　classlfied
into　5　groups　according 　to　their　age 　old．　The　groups　were ：less　than 　3　years　old，3−5，9−11，15 −17　and 　mo 爬 than　20
years　o ：d・One　other 　sp£ cial　group　was 　d巳signa 亡ed ：houses　in　w 短 ch 　less　than　3　years　had　e…apsed 　since 　an 　extension

had　been　made 　or 　since 　the　
‘‘Ta田 mi

’髄
straw 　fioer　matting 　had　been　changed ，

　　Mites　commonly 　found　were ：」  o 鋤 ゐ漉 卵 4α r敵 珍 Gウ卿 肋卿 ，　Tarsonemitine，
　Cた砂 を’輙 ら 撫 ρ語 脚 如 衂 4

0Ti
’
bOtei，　1）iroglyPhid 　mi 亡es，　which 　w 釘 e　relatively 　scarce 　in　new 】y　buil亡hQuses，　but　graduaUy　increased揄 n   ber　with

the　age 　of　the　house．　Conve聡 ely，　which 　were 　found　in　abu 皿 dance 量n　new 　house，　s皇owly 　decreased 血 number 　with 　the
age 　of　house．　Pyroglyphld　aDd 　Oribatid　mites 　were 　s随 perior　ln　numbers 　to　the　other 　mites 　and しheir　numbers 　and
relative　Percentages　corre 至ated 　preclsely　wiUI 　house　age ，

　　Adirect　ecologica ］　relatlenship 　was 　observed 　between　mite 　fauna　and 　house　age ；which 　could 　be　divided　into亡he
f・II・wi ・9・ph・・es ：les・ th・ ・ 5・years；m ・・e　th・・ 9yea … 1d；・・d　i・燃 wee ・ pha・・ 価 曲 f鹹 … i・・1ch跏 9。 。f
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